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〇
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同
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に
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験
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き
入
れ
な
さ
い
。
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一　

次
の
①
～
⑤
の
―
―
線
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、
⑥
～
⑩
の
―
―
線
の
漢
字
は
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

①　

水
道
工
事
を
業
者
に
イ
ラ
イ
す
る
。

　
　
　

②　

長
い
間
、
チ
ン
モ
ク
の
時
間
が
続
く
。

　
　
　

③　

突
然
の
こ
と
に
も
ソ
ク
ザ
に
行
動
す
る
。

　
　
　

④　

全
国
か
ら
ユ
ウ
シ
ュ
ウ
な
選
手
が
集
ま
る
。

　
　
　

⑤　

何
も
す
る
こ
と
が
な
く
て
ヒ
マ
だ
。

　
　
　

⑥　

真
に
迫
っ
た
演
技
を
見
せ
る
。

　
　
　

⑦　

自
分
を
防
御
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　
　
　

⑧　

添
加
物
が
入
っ
て
い
な
い
食
品
。

　
　
　

⑨　

今
は
新
旧
交
代
の
過
渡
期
で
あ
る
。

　
　
　

⑩　

こ
の
作
品
は
不
朽
の
名
作
で
あ
る
。
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二　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。（
問
い
の
下
の
数
字
は
、
本
文
で
の
行
数
を
示
し
ま
す
。）

　
「
海
に
囲
ま
れ
、
南
北
に
長
く
、
雨
に
恵
ま
れ
た
日
本
で
、
本
来
豊
か
で
あ
る
は
ず
の
生
物
多
様
性
は
、
今
、
危
機
に
瀕ひ
ん

し
て
い
ま
す
」
―
―
。

こ
れ
が
日
本
政
府
に
よ
る
、
自
国
の
生
物
多
様
性
に
関
す
る
公
式
なａ
見
解
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
三
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
生
物
多
様
性
国

家
戦
略
２
０
１
０
」
の
文
言
だ
。
国
家
戦
略
は
、
日
本
の
生
物
多
様
性
に
対
す
る
危
機
に
は
三
つ
の
側
面
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
①
第
一
の
危
機
は
、
開
発
な
ど
、
人
間
が
引
き
起
こ
す
負
の
要
因
で
あ
る
。
海
岸
や
河
川
環
境
の
破
壊
、
魚
の
乱
獲
な
ど
、
数
え
上
げ
れ
ば
き

り
が
な
い
。

　

第
二
の
危
機
は
、
こ
れ
と
は
逆
に
、
人
間
か
ら
自
然
に
対
す
る
働
き
か
け
が
減
る
こ
と
に
よ
る
悪
影
響
で
あ
る
。
昔
は
、
近
く
の
森
や
山
に

立
ち
入
っ
て
、薪ま
き

や
炭
の
原
料
と
な
る
木
材
、屋
根
を
葺ふ

く
た
め
の
材
料
や
、食
料
を
得
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
人
間
がｂ
関
与
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
が
日
本
に
は
存
在
す
る
。「
里
山
」「
里
地
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
。
と
こ
ろ
が
、
過
疎
化
や
高
齢

化
の
進
行
、
農
林
水
産
業
の
衰
退
な
ど
に
よ
っ
て②
人
間
が
利
用
し
な
く
な
っ
た
結
果
、
生
物
の
生
息
状
況
も
悪
化
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

第
三
の
危
機
は
、
生
物
の
外
来
種
や
有
害
な
化
学
物
質
な
ど
、
人
間
が
外
部
か
ら
持
ち
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
生
態
系
の
「注
１

攪か
く

乱ら
ん

」
で

あ
る
。

　

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
や
ブ
ル
ー
ギ
ル
な
ど
の
外
来
魚
は
、
全
国
各
地
の
河
川
や
湖
沼
の
生
態
系
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
琵び

琶わ

湖
な
ど
で
の
固
有

の
淡
水
魚
の
個
体
数
の
減
少
を
招
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ブ
の
駆
除
の
目
的
で
持
ち
込
ま
れ
た
マ
ン
グ
ー
ス
や
、
ペ
ッ
ト
と
し
て
北
米

か
ら
大
量
に
輸
入
さ
れ
て
野
生
化
し
た
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
が
各
地
で
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
日
本
固
有
の
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
近

縁
の
チ
ュ
ウ
ゴ
ク
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
と
交
雑
す
る
と
い
っ
た
「
遺
伝
子
汚
染
」
の
問
題
も
起
こ
っ
て
い
る
。
環
境
中
で
分
解
さ
れ
に
く
い

農
薬
や
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）
な
ど
の
有
害
物
質
は
、
生
物
の
体
内
に
高
濃
度
で
蓄
積
す
る
。
生
物
が
生
き
て
い
く
上
で
重
要
な

ホ
ル
モ
ン
と
似
た
よ
う
な
働
き
を
し
て
、
そ
の
機
能
を
阻
害
す
る
「
内
分
泌
攪
乱
物
質
（
環
境
ホ
ル
モ
ン
）」
や
、
漁
網
や
船
の
底
に
貝
な
ど

が
付
着
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
使
わ
れ
、
ご
く
微
量
で
海
洋
生
物
に
悪
影
響
を
与
え
る
有
機
ス
ズ
化
合
物
な
ど
、
生
物
の
生
息
に
悪
影
響
を
与

え
る
化
学
物
質
は
数
多
い
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
危
機
は
別
々
に
発
生
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
場
合
、
複
数
の
危
機
が
同
時
に
一
つ
の
場

12345678910111213141516171819
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所
で
起
こ
る
。

　

日
本
の
生
物
多
様
性
に
忍
び
寄
る
こ
れ
ら
の
危
機
を
示
す
デ
ー
タ
は
数
多
い
。

　

図
１
は
、
維
注
２

管
束
植
物
の
絶
滅
種
・
野
生
絶
滅
種
、
近
絶
滅
種
に
つ
い
て
、
い
つ
ご
ろ
起
こ
っ
た
の
か
を
年
代
別
に
並
べ
た
グ
ラ
フ
で
あ
る
。

二
〇
〇
〇
年
代
が
少③
な
い
の
は
調
査
が
二
〇
〇
三
年
～
〇
四
年
に
行
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
年
々
、
植
物
の
生
育
状
況
が
悪

化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

図
２
は
、④
陸
域
・
陸
水
域
・
沿
岸
域
の
生
態
系
の
面
積
の
変
遷
を
示
し
た
も
の
だ
。（
中
略
）

　

図
３
は
、
侵
略
的
外
来
種
の
典
型
で
あ
る
淡
水
魚
の
オ
オ
ク
チ
バ
ス
、
外
来
雑
草
の
ア
レ
チ
ウ
リ
、
哺
乳
類
の
ア
ラ
イ
グ
マ
に
つ
い
て
、
年

代
ご
と
に
分
布
が
拡
大
す
る
様
子
を
示
し
て
い
る
。⑤
生
息
域
が
日
本
列
島
を
埋
め
尽
く
し
て
ゆ
く
様
は
、
ま
さ
に
「
侵
略
」
と
い
え
る
。

　

環
境
省
は
二
〇
一
〇
年
に
、
こ
れ
ら
の
多
く
の
デ
ー
タ
を
基
に
「
生
物
多
様
性
総
合
評
価
」
を
ま
と
め
た
。「
森
林
」「
農
地
」「
都
市
」「
陸

水
」「
沿
岸
・
海
洋
」「注
３

島と
う

嶼し
ょ

」
の
六
つ
の
生
態
系
ご
と
に
、ｃ
損
失
の
程
度
を
評
価
し
、
今
後
の
傾
向
の
予
測
を
行
っ
た
。

2021222324252627282930

図１

図２
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陸
水
、
沿
岸
・
海
洋
、
島
嶼
は
、
こ
の
間
に
生
物
多
様
性
が

大
き
く
損
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
生
物
多
様
性
の
損
失
傾
向
は

今
後
も
続
く
と
予
想
さ
れ
た
。
森
林
生
態
系
と
農
地
の
生
態
系

は
、
こ
れ
ら
三
つ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
一
九
五
〇
年
代
の
後
半

以
降
か
ら
の
損
失
が
大
き
い
。
今
後
の
予
測
で
は
、
森
林
は

横
ば
い
だ
が
、
農
地
で
は
損
失
が
続
く
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

こ
⑥

れ
は
、
人
間
の
手
が
加
わ
ら
な
く
な
る
こ
と
に
よ
る
「
第 

＊

 

の
危
機
」
の
影
響
が
こ
れ
か
ら
も
続
く
と
み
ら
れ
る

た
め
だ
。

　
「
わ
が
国
の
生
物
多
様
性
の
損
失
は
す
べ
て
の
生
態
系
に
及

ん
で
お
り
、
全
体
的
に
見
れ
ば
損
失
は
今
も
続
い
て
い
る
」
と

い
う
の
が
、
総
合
評
価
の
結
論
で
あ
る
。
総
合
評
価
は
、
地
球

温
暖
化
が
一
層
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る
損
失
が
生
じ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
警
告
し
、
中
で
も
、
温
暖
化
の
影
響

を
受
け
や
す
い
陸
水
や
島
嶼
、沿
岸
・
海
洋
の
生
態
系
で
は
「
今

後
、ｄ
不
可
逆
的
な
変
化
を
起
こ
す
な
ど
重
大
な
損
失
に
発
展
す

る
恐
れ
が
あ
る
」
と
危
機
感
を
表
明
し
て
い
る
。

　
「
お
じ
い
さ
ん
は
山
に
柴し
ば

刈
り
に
、
お
ば
あ
さ
ん
は
川
に
洗
濯
に
行
き
ま
し
た
」。
童
話
「
桃
太
郎
」
の
有
名
な 

Ａ

 

だ
が
、
柴
刈

り
を
知
る
人
は
ど
ん
ど
ん
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
お
じ
い
さ
ん
は
ア
ル
バ
イ
ト
で
ゴ
ル
フ
場
の
芝
刈
り
に
出
か
け
た
わ
け

で
は
な
く
、
燃
料
に
す
る
柴
の
木
を
採
る
た
め
に
山
に
出
か
け
た
の
で
あ
る
。

31323334353637383940414243444546474849505152

図3
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日
本
の
、 

１

 

世
界
の
生
物
多
様
性
保
全
を
考
え
る
上
で
今
、⑦
こ
の
「
里
山
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

里
山
と
い
う
言
葉
は
、
一
七
五
九
年
に
木き

曾そ

材
木
奉
行
補
佐
格
の
寺
町
兵
右
衛
門
が
筆
記
し
た
「
木
曾
山
雑
話
」
に
「
村
里
家
居
近
き
山
を

さ
し
て
里
山
と
申
し
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
人
里
離
れ
た
「
奥
山
」
に
対
し
て
、
人
里
近
く
に
あ
っ
て
農
家
の
人
々
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
利
用
し
て
き
た
山
地
や
森
の
こ
と
を
指
す
。

　

林
学
で
は
、
農
家
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
低
い
山
地
の
森
を
農
用
林
と
呼
ん
で
き
た
が
、
こ
れ
に
「
里
山
」
と
い
う
名
を
与
え
た
の
が
、

二
〇
〇
九
年
に
亡
く
な
っ
た
日
本
の
森
林
生
態
学
の
大
家
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
、
四し

手で

井い

綱つ
な

英ひ
で

さ
ん
で
あ
る
。

　

昔
の
人
々
は
、
里
山
に
入
っ
て
枯
れ
葉
や
柴
、
薪
な
ど
を
採
取
し
て
燃
料
と
し
、
里
山
の
木
々
で
炭
を
焼
い
た
。
枯
れ
葉
や
枯
れ
枝
は
肥
料

と
し
て
重
要
だ
っ
た
し
、
カ
ヤ
や
カ
シ
は
屋
根
材
な
ど
の
建
築
材
料
と
し
て
も
貴
重
な
も
の
だ
っ
た
。
キ
ノ
コ
や
木
の
実
、
タ
ケ
ノ
コ
な
ど
の

豊
か
な
食
料
も
採
れ
、
周
辺
の
清
流
や
湖
沼
で
は
魚
な
ど
の
貴
重
な
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
が
得
ら
れ
た
。
薬
草
や
、
道
具
を
作
る
の
に
欠
か
せ

⑧
な
い
タ
ケ
な
ど
も
里
山
の
恵
み
で
あ
る
。

　

人
間
が
定
期
的
に
関
与
す
る
こ
と
で
維
持
さ
れ
て
き
た
生
物
多
様
性
は
、
里
山
に
限
ら
な
い
。
里
山
の
生
態
学
に
詳
し
い
鷲
谷
い
づ
み
東
京

大
学
教
授
に
よ
る
と
、
水
田
に
つ
い
て
も⑨
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
そ
う
で
あ
る
。
河
川
の
近
く
に
は
、
も
と
も
と
氾は
ん

濫ら
ん

原
と
い
っ
て
時
々
水
浸

し
に
な
る
場
所
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
多
く
の
ト
ン
ボ
や
水
生
昆
虫
な
ど
が
す
ん
で
い
た
。
人
間
が
稲
作
を
始
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
水
田
が
氾

濫
原
に
代
わ
る
役
割
を
し
、
こ
れ
ら
の
生
物
は
水
田
に
す
み
着
き
繁
栄
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
の
用
水
路
が
整
備
さ
れ
、
畦あ
ぜ

道
な
ど
が
な

く
な
っ
て
し
ま
う
前
の
水
田
は
、
生
物
多
様
性
が
き
わ
め
て
豊
か
な
場
所
で
あ
っ
た
。

　

鷲
谷
さ
ん
に
よ
る
と
、
日
本
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
よ
り
も
多
い
二
〇
〇
種
近
く
の
ト
ン
ボ
が
生
息
し
て
お
り
、
両
生
類
も
熱
帯
に
匹
敵
す

る
ほ
ど
多
い
。「
ト
ン
ボ
と
両
生
類
は
、
幼
生
期
に
は
水
の
中
で
生
活
し
、
大
人
に
な
る
と
森
に
出
て
い
く
。
こ
の
生
態
が
水
田
に
適
し
て
い

る
か
ら
こ
れ
だ
け
多
く
の
種
が
生
息
し
て
い
る
」
と
い
う
。
ト
キ
や
コ
ウ
ノ
ト
リ
な
ど
の
鳥
類
も
、
水
田
の
近
く
で
生
息
し
て
い
た
生
物
で

あ
っ
た
。

　

里
山
や
水
田
、
草
地
な
ど
は
、
人
間
が
関
与
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
お
い
て
維
持
さ
れ
て
き
た
。
森
林
や
草
地
、
畑
や
水
田
、
河
川
や
た
め

池
、
湖
沼
な
ど
が 

Ｂ

 

の
よ
う
に
入
り
組
ん
で
い
る
土
地
利
用
の 

Ｃ

 
が
、
里
山
を
中
心
と
す
る
日
本
の
豊
か
な
生
物
多

様
性
を
支
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
里
山
利
用
に
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
の
文
化
的
な
価
値
や
歴
史
的
な
価
値
が
あ
る
と
い
う
研
究
者
も
い
る
。
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２

 

、
日
本
人
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
だ
っ
た
こ
の
里
山

の
生
態
系
は
今
、
人
間
の
手
が
加
わ
ら
な
く
な
っ
た
た
め
に
危
機
的
な

状
況
に
あ
る
。

　

農
業
生
産
を
効
率
化
す
る
た
め
の
水
田
の
「
改
修
」
や注
４

圃ほ

場じ
ょ
う

整
備
、

戦
後
の
拡
大
造
林
に
よ
る
広
葉
樹
林
の
破
壊
と
単
一
人
工
林
の
拡
大
、

そ
れ
に
続
く
林
業
の
衰
退
、
地
方
で
急
速
に
進
む
高
齢
化
と
過
疎
化
に

よ
っ
て
放
棄
さ
れ
た
水
田
や
農
地
、
草
地
、
山
林
の
激
増
な
ど
、
そ
の

原
因
は
数
多
い
。
宅
地
開
発
な
ど
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
、
バ
ラ
バ
ラ
に

分
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
里
山
も
少
な
く
な
い
。

　

熊
本
県
の
阿あ

蘇そ

山
周
辺
に
広
が
る
草
地
は
、
非
常
に
豊
か
な
生
物
多

様
性
が
存
在
す
る
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
草
地
は
、
放
牧
や

野
焼
き
、
農
業
や
草
刈
り
と
い
っ
た
人
の
手
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
の
だ
が
、
現
在
で
は
だ
ん
だ
ん
と
そ
れ
が
な
く
な
っ

て
、
藪や
ぶ

や
低
木
林
に
変
化
し
、
生
物
多
様
性
が
失
わ
れ
る
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

近
年
の
サ
ル
や
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
な
ど
の
野
生
動
物
に
よ
る
農
業
被
害
の
増
大
や
、
ク
マ
と
人
間
の
間
で
発
生
す
る 

Ｄ

 

の
増
加

も
、
里
山
の
生
態
系
が
崩
壊
し
た
た
め
に
、
野
生
動
物
の
行
動
が
変
化
し
た
こ
と
が
一
因
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
松
食
い
虫
な
ど
の
森
林
の
虫

害
の
拡
大
も
、
森
林
の
管
理
が
行
き
届
か
な
く
な
っ
た
こ
と
が
一
因
と
さ
れ
て
い
る
。

　

薪
炭
の
生
産
量
の
減
少
や
耕
作
放
棄
地
面
積
の
拡
大
の
様
子
（
図
４
、５
）
な
ど
を
み
る
と
、
過
去
五
〇
年
ほ
ど
の
間
に
日
本
に
お
け
る
里

山
な
ど
の⑩
自
然
環
境
の
利
用
方
法
が
い
か
に
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
か
が
わ
か
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
人
間
の
暮
ら
し
か
ら
離
れ
た
場
所
に
す
む
生
物
だ
け
で
は
な
く
、
メ
ダ
カ
や
タ
ガ
メ
、
ダ
ル
マ
ガ
エ
ル
な
ど
、
ち
ょ
っ

と
前
な
ら
ば
身
の
回
り
の
ど
こ
に
で
も
い
た
よ
う
な
生
物
が
急
速
に
姿
を
消
し
て
い
る
こ
と
も
、
日
本
の
生
物
多
様
性
を
取
り
巻
く
大
き
な
問

題
だ
と
い
う
こ
と
が
実
感
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

３

 

、
生
物
多
様
性
を
保
全
し
、
人
と
自
然
と
の
関
係
を
見
直
そ
う
と
のｅ
機
運
が
高
ま
る
中
で
、
里
山
環
境
の
保
護
や
再
生
の
重

75767778798081828384858687888990919293949596

図４

図５
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要
性
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
よ
く
調
べ
て
み
る
と
、
こ
の
よ
う
な
生
態
系
は
、
日
本
以
外
に
も
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
、
東
南

ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
世
界
各
地
に
存
在
し
、
人
間
活
動
と
豊
か
な
生
物
多
様
性
が
共
存
し
て
い
る
場
所
が
少
な
く
な
い
こ
と
も
わ
か
っ
て

き
た
。

　

日
本
政
府
は
、
二
〇
一
〇
年
秋
、
名
古
屋
市
で
の
生
物
多
様
性
条
約
締
約
国
会
議
に
向
け
、
里
山
を
ヒ
ン
ト
に
、
人
間
と
生
物
多
様
性
と
の

新
た
な
関
係
の
構
築
を
目
指
す
「
里
山
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
と
い
う
も
の
を
提
唱
し
て
い
る
。（

出
典　

井
田
徹
治
『
生
物
多
様
性
と
は
何
か
』）

　
　

注
１　

攪
乱
（
10
）
…
か
き
ま
わ
し
て
騒
ぎ
を
起
こ
す
こ
と
。

　
　

注
２　

維
管
束
植
物
（
23
）
…
シ
ダ
植
物
お
よ
び
種
子
植
物
（
裸
子
植
物
、
被
子
植
物
）
の
こ
と
。
菌
類
、
藻
類
、
コ
ケ
類
な
ど
と
区
別
さ
れ
る
。

　
　

注
３　

島
嶼
（
30
）
…
大
小
の
島
々
。

　
　

注
４　

圃
場
（
78
）
…
農
産
物
を
育
て
る
場
所
の
こ
と
。

問
一　
　
　
　

線
ａ
～
ｅ
の
言
葉
の
本
文
中
で
の
意
味
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。（
２
、
７
、
30
、
46
、
96
）

 

ア　

物
事
に
対
す
る
一
方
的
な
見
方
。

　
　
　
　

ａ　

見
解
（
２
） 

イ　

物
事
に
対
す
る
考
え
方
や
意
見
。

 

ウ　

物
事
に
対
す
る
勝
手
な
解
釈
。

 

エ　

物
事
に
対
す
る
鋭
い
判
断
力
。

979899100101
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ア　

あ
る
物
事
を
与
え
る
こ
と
。

　
　
　
　

ｂ　

関
与
（
７
） 

イ　

あ
る
物
事
に
こ
だ
わ
る
こ
と
。

 

ウ　

あ
る
物
事
に
影
響
が
あ
る
こ
と
。

 

エ　

あ
る
物
事
に
関
わ
り
あ
う
こ
と
。

 

ア　

想
定
の
定
員
に
満
た
な
い
こ
と
。

　
　
　
　

ｃ　

損
失
（
30
） 

イ　

も
の
が
壊
れ
て
が
っ
か
り
す
る
こ
と
。

 

ウ　

も
の
が
壊
れ
た
り
し
て
失
わ
れ
る
こ
と
。

 

エ　

も
の
の
一
部
が
欠
け
て
失
わ
れ
る
こ
と
。

 

ア　

思
い
通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
。

　
　
　
　

ｄ　

不
可
逆
（
46
） 

イ　

致
命
的
な
状
態
に
な
る
こ
と
。

 

ウ　

も
と
の
状
態
に
戻
れ
な
い
こ
と
。

 

エ　

ど
う
し
よ
う
も
な
ら
な
く
な
る
こ
と
。
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ア　

物
事
を
な
す
の
に
よ
い
機
会
。

　
　
　
　

ｅ　

機
運
（
96
） 

イ　

何
か
を
す
る
た
め
の
き
っ
か
け
。

 

ウ　

他
の
状
態
に
変
わ
る
き
っ
か
け
。

 

エ　

状
況
に
応
じ
て
対
応
す
る
機
会
。

問
二　

―
―
―
線
①
「
第
一
の
危
機
」
と
し
て
、
適
切
で
な
い
も
の

4

4

4

4

4

4

4

を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
４
）

　
　

ア　

魚
の
乱
獲　
　

イ　

宅
地
開
発　
　

ウ　

有
害
な
化
学
物
質　
　

エ　

環
境
の
破
壊　
　

問
三　

―
―
―
線
②
「
人
間
が
利
用
し
な
く
な
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
人
間
は
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
ま
し
た
か
。
具
体
的
に
説
明
し
て

い
る
部
分
を
本
文
中
か
ら
三
十
五
字
以
内
で
抜
き
出
し
て
、
そ
の
最
初
と
最
後
の
五
字
を
答
え
な
さ
い
。（
句
読
点
を
含
み
ま
す
）（
9
）

問
四　

本
文
中
の 

 

の
部
分
を
二
つ
に
分
け
る
と
し
た
ら
ど
こ
で
分
け
ま
す
か
。
後
半
部
分
の
最
初
の
五
字
を
抜
き
出
し
て
答
え
な

さ
い
。（
句
読
点
は
含
め
ま
せ
ん
）（
12
～
19
）



─　　─10

問
五　

―
―
―
線
③
・
⑧
「
な
い
」
と
同
じ
働
き
の
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
24
、
62
）

　
　

ア　

妹
は
読
書
ば
か
り
し
て
い
て
、
勉
強
を
し
よ
う
と
し
な
い
。

　
　

イ　

勉
強
の
妨
げ
に
な
る
の
で
、
私
の
部
屋
に
は
テ
レ
ビ
が
な
い
。

　
　

ウ　

急
に
道
路
に
飛
び
出
す
と
危
な
い
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
　

エ　

い
つ
も
掃
除
を
し
て
い
る
の
で
、
教
室
に
は
ご
み
が
な
い
。

　
　

オ　

あ
の
人
に
人
気
が
な
い
の
は
、
思
い
や
り
が
な
い
か
ら
だ
。

問
六　

―
―
―
線
④
「
陸
域
・
陸
水
域
・
沿
岸
域
の
生
態
系
の
面
積
の
変
遷
を
示
し
た
も
の
だ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
図
２
か
ら
読
み
取
れ
る
こ

と
し
て
正
し
い
も
の
に
は
「
○
」、
間
違
え
て
い
る
も
の
に
は
「
×
」
で
答
え
な
さ
い
。（
26
）

　
　

ア　

人
工
林
の
面
積
は
増
え
て
い
る
が
、
自
然
林
や
草
地
の
生
態
系
が
減
っ
て
い
る
。

　
　

イ　

都
市
の
面
積
の
増
加
が
著
し
い
け
れ
ど
、
主
に
道
路
の
整
備
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

ウ　

一
九
〇
〇
年
か
ら
の
一
〇
〇
年
間
で
日
本
の
湿
原
は
六
一
％
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
　

エ　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
で
改
変
さ
れ
た
が
、
ま
だ
干
潟
が
四
一
％
も
残
っ
て
い
る
。
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問
七　

―
―
―
線
⑤
「
生
息
域
が
日
本
列
島
を
埋
め
尽
く
し
て
ゆ
く
様
は
、
ま
さ
に
「
侵
略
」
と
い
え
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
筆
者
が

「
侵
略
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
理
由
を
説
明
し
な
さ
い
。（
28
）

問
八　

―
―
―
線
⑥
「
こ
れ
」
が
さ
す
内
容
を
本
文
中
の
言
葉
を
使
っ
て
答
え
な
さ
い
。（
37
）

問
九　

空
欄 

＊

 

に
入
る
適
切
な
漢
数
字
を
答
え
な
さ
い
。（
38
）

問
十　

空
欄 

Ａ

 

～ 

Ｄ

 

に
入
る
適
切
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
49
、
73
、
88
）

　
　

ア　

モ
ザ
イ
ク　
　
　

イ　

ト
ラ
ブ
ル　
　
　

ウ　

フ
レ
ー
ズ　
　
　

エ　

エ
ッ
セ
ン
ス　
　
　

オ　

パ
タ
ー
ン

問
十
一　

空
欄 

１

 

～ 

３

 

に
入
る
適
切
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
53
、
75
、
96
）

　
　

ア　

と
こ
ろ
が　
　

イ　

そ
し
て　
　

ウ　

一
方
で　
　

エ　

た
と
え
ば
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問
十
二　

―
―
―
線
⑦
「
こ
の
「
里
山
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、「
里
山
」
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。
本
文

中
か
ら
三
十
五
字
で
抜
き
出
し
て
、
そ
の
最
初
と
最
後
の
五
字
を
答
え
な
さ
い
。（
句
読
点
も
含
み
ま
す
）（
53
）

問
十
三　

―
―
―
線
⑨
「
同
様
の
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
そ
の
内
容
を
説
明
し
な
さ
い
。（
64
）

問
十
四　

―
―
―
線
⑩
「
自
然
環
境
の
利
用
方
法
が
い
か
に
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
か
」
と
あ
り
ま
す
が
、ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
で
す
か
。

図
４
・
５
を
参
考
に
し
、
本
文
中
の
言
葉
を
用
い
な
が
ら
八
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。（
句
読
点
も
含
み
ま
す
）（
92
）

問
十
五　

次
の
文
章
は
、
本
文
を
読
ん
だ
生
徒
た
ち
の
感
想
と
意
見
で
す
。
本
文
の
趣
旨
に
合
わ
な
い
も
の

4

4

4

4

4

4

を
二
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

Ａ
さ
ん　

自
然
破
壊
と
い
う
と
人
間
が
開
発
な
ど
で
環
境
を
壊
す
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
逆
に
自
然
に
手
を
加
え
な
い

こ
と
で
も
悪
影
響
が
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
わ
。

Ｂ
さ
ん　

Ａ
さ
ん
の
言
う
と
お
り
ね
。
自
然
に
手
を
加
え
る
と
い
っ
て
も
外
来
の
生
物
を
輸
入
す
る
な
ど
、
人
間
の
身
勝
手
な
行
動
で
も

環
境
や
生
態
系
に
害
を
も
た
ら
す
の
だ
か
ら
よ
く
考
え
て
、
ペ
ッ
ト
や
動
物
を
輸
入
す
る
べ
き
ね
。
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Ｃ
さ
ん　

た
だ
、
図
１
の
グ
ラ
フ
を
み
る
と
一
九
四
〇
年
ご
ろ
か
ら
維
管
束
植
物
の
近
絶
滅
の
数
は
増
え
て
い
る
け
れ
ど
、
絶
滅
の
数
は

減
っ
て
い
る
の
で
改
善
さ
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。
環
境
を
保
全
す
る
取
り
組
み
が
効
果
を
上
げ
て
い
る
ん
だ
と
思
う

わ
。

Ｄ
さ
ん　

で
も
、
温
暖
化
の
影
響
も
あ
る
し
、
安
心
は
で
き
な
い
ね
。
森
林
や
草
地
、
畑
や
水
田
な
ど
、
土
地
の
利
用
の
多
様
性
が
、
ひ

い
て
は
生
物
の
多
様
性
を
支
え
て
き
た
の
よ
。
そ
れ
な
の
に
生
産
性
の
効
率
化
の
た
め
に
水
田
の
改
修
や
画
一
的
な
人
工
林
の

拡
大
な
ど
に
よ
っ
て
多
様
性
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
ね
。

Ｅ
さ
ん　

私
た
ち
の
生
活
は
便
利
に
な
っ
た
け
れ
ど
、
生
物
の
多
様
性
が
失
わ
れ
る
の
は
大
き
な
問
題
ね
。
私
た
ち
の
生
活
の
仕
方
を
見

直
し
て
、
自
然
と
の
関
係
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
た
い
ね
。




